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I　 は じめ に

名古屋市立大学看護実践教育モデルは、名古屋市立大

学看護学部と名古屋市立大学病院看護部が協働で行う、

ユニフィケーション事業である。本モデルの目的は、名

古屋市立大学看護学部と名古屋市立大学病院看護部が協

働 し、理論と実践の融合を図り、エビデ ンスに基づいた

質の高い臨床看護実践ができる人材および地域住民の健

康支援に貢献できる人材を輩出することである。目的を

達成するために、「卒業時の臨床看護実践能力の質の向

上を図る」「大学教育か ら現任教育への継続教育の発展

に繋げる」「臨床上の問題を科学的に探求する」「地域住

民の健康を促進する」という4つ の目標を掲げている。

今回は、平成28年 度の事業の実績と今後の課題を報告す

る。

Ⅱ　 平成28年 度事 業報 告

前記 した4つ の目標達成に向けて、平成28年 度は4事

業 「演習指導者の運用」「新人 ・中堅看護師の現任教育

への参画」「共同研究の推進」「地域住民の健康を促進す

る」を運用 した。

1.演 習指導者の運用

この事業は、目標 「卒業時の臨床看護実践能力の質の

向上を図る」に対応するものであり、平成28年 度は学部

専門科目8科 目において、演習指導者のべ43名(表1)

を配置することができた。配置 した学部専門科目数、演

習指導者数は、いずれも昨年度を上回った。

学生の意見 として、「基本的知識に加えて、臨床での

工夫点を教えて頂 くことができた」「臨床に基づ く方法

を教えてもらえる」「今後の実習や就職 してか らも生か

していきたい」などがあり、科目責任者による評価とし

て、「臨床での実施状況や応用方法について指導を受 け

ることで、患者に合わせた個別性のある看護援助の実践

について理解を深めることができたと考える。」「学生の

考えを引き出 しながら指導 して頂 けた。」 などがあり、

学生に対する演習指導者の教育効果は大きく、演習指導

者を配置する意義が十分に達成されていた。

演習指導を行った看護師のアンケー トでは、演習に参

加 しての気づきとして、「学生が実習に来るまでの学習

過程を知 ることができた」「新人看護師がこのような演

習を経て、技術を習得 していくイメージができ、根気強

く丁寧な支援が必要と感 じた」「技術の習得に精一杯で、

患者をイメージして行うところまで至らない現状がわかっ

た」「看護職の育成には、看護学部 と臨床の協力が不可

欠であると実感 した」などがあった。

また、演習指導者の経験をどのように活用 しているか、

もしくはしていきたいかの設問に対 しては、「学内で学

んでいることを理解 して、臨地実習や新人教育の際に引

き出 しながら積み重ねられるよう活用 したい」「学生や

新人の特性を踏まえて、指導 に活かす ことができる」

「慣れない技術を行 う際は、患者が不在になりやすいこ

とを意識 し、指導を行うとともに、スタッフへ も伝えて

いきたい」「想像 していたよりも多 くの基礎的なことを

学んでおり、臨床で指導する中堅以上の職員の知識 ・技

術の普及の確認を行 っていきたい」「学生指導の質を上

げ、長期的な目標として病棟に還元 していきたい」など

があった。

上記のアンケー ト結果よ り、「卒業時の臨床看護実践

能力の質の向上を図る」という目標達成に向け効果的で

あるとともに、担当 した主任の人材育成に対する意識向

上にも繋がったと考える。

日程調整が課題であった年度もあるが、今年度 も師長

と担当者の両者に書類を配布 し、日程調整を早めに実施

したことか ら問題な く対応することができた。



表1演 習指導者



2.新 人 ・中堅看護師の現任教育への参画

この事業は、目標 「大学教育か ら現任教育への継続教

育の発展に繋げる」に対応するものであり、平成28年 度

は看護部研修のうち、6つ の研修において、看護学部教

員のべ11名 が参画 した(表2)。 具体的な達成目標 とし

て、看護部と看護学部が協働することで、新人 ・中堅看

護師教育では、 リアリテイショックの緩和、適応力の向

上、アセスメント力の向上が、教育担当者と臨地指導者

への教育では、指導力の向上、 リーダーシップの向上が

挙げられる。

新人フォローアップ研修では、看護学部教員がグルー

プワークにオブザーバーとして参加 した。グループワー

クに参加 した教員にとっては、卒業 した学生の成長の様

子がわかる機会となった。新卒者として、できなかった

ことができるようになっていったこと(仕 事の優先度、

時間配分、先輩との関係構築、自己の生活調整など)を

グループメンバーと共有することで、"社 会人基礎力"

を向上させると感 じた。看護部と教員とのカンファレン

スでは、昨年と同様にコミュニケーションスキルを高め

る教育を学生時代に工夫する必要性について話題となっ

た。

臨地実習指導者研修では、現在、各部署で臨地実習指

導者の役割を担っている職員を対象 に、『臨地実習の基

礎知識』について講義を実施 した。研修後アンケートで

は、講義内容が理解できたかの設問に対 し、回答 した者

の中で 「理解できた」53%、 「やや 理解できた」47%

と、概ね理解されていた。意見としては 「臨地実習指導

者の役割を再認識できた」「今まで実習指導者の目的や

必要性についてあまり考え られていなかったが、考える

機会となった」などがあり、効果的な講義であったと評

価する。

指導者研修(ビ ギナー)で は後輩指導を担う初期の職

員を対象に、『成人教育』 についての講義を実施 した。

研修後アンケー トでは、講義内容が理解できたかの問い

に対 し、回答 した者の中で、「理解できた」66%、 「やや

理解できた」34%と 、概ね理解されていた。意見として

は 「成人教育について実体験を元に改めて学ぶことで身

に付いた」「項 目毎に説明していただき、 自分に不足 し

ている部分が明確になった」「成人教育では自発的に学

習できるような関わりが必要だと理解 した」などがあっ

た。また動画を取り入れた講義は、楽 しみなが ら多 くの

気づきがあり、効果的な講義であったと評価する。

小論文の書き方は、全職員対象に希望者に実施 した。

研修後アンケー トでは、研修の内容が理解できたかの設

問に対 し、回答 した者の中で、「理解できた」47%、 「や

や理解できた」53%と 、概ね理解されていた。また研修

内容が役立つかの設問に対 しては、「非常 にそう思 う」

60%「 ややそう思う」が33%で あり、研修後、実際に小

論文を書いた職員からは、「講義で学んだことを意識 し

て書いたことで、以前より整理 してまとめることができ

た」 との意見もあり、効果的な研修であったと評価する。

3.共 同研究の推進

この事業は、目標 「臨床上の問題を科学的に探究する」

に対応するものであり、平成28年 度は以下の共同研究を

進めている。現在は、共同研究の推進ができるよう、事

業の展開方法について方略を検討 している。

テ ー マ:「 非鎮静化でMRI・CT・RI検 査が受 け

られるためのプ レパ レーションの実践とそ

の効果」

研究期間:平 成26年3月 ～平成29年3月

看護学部:山 口孝子、堀田法子

看 護 部:小 川彩花、松井幸子、杉田なつ未

4.さ く らや ま知 っ と こ ！セ ミナ ー の 開 催

この 事 業 は、 目標 「地 域 住 民 の 健 康 を 促 進 す る」 に対

応 す る もの で あ り、 平 成27年 度 か ら活 動 を 開 始 し、 本 年

度 は外 来 棟1階 にお いて3回 開 催 し、 第3回 か ら第5回

の 開 催 とな った(表3)。

セ ミナ ー開催 後 に ア ンケ ー トを実施 して い る。 セ ミナ ー

の 「わ か りや す さ」、 「役 に立 ちそ うか 」 につ いて は、 毎

回70～86%が 「そ う思 う」 と回 答 して お り、 好 評 で あ っ

た 。 各 回 の 参 加 人 数 は、20～55名 で あ った が 、 開 催 場 所

の 関 係 か ら参 加 人 数 は適 切 で あ った 。 昨 年 度 の 課 題 と し

て 、 参 加 者 へ の 資 料 配 布 や 資 料 提 示 方 法 が あ った 。 今 年

度 は、 資 料 は全 て 印 刷 して 配 布 し、 文 字 や 図 表 の 大 き さ

を 見 やす く配 慮 した。 その結 果 資 料 に関 す る意 見 はな く、

対 象 者 の ニ ー ズ に対 応 す る こ とが 出 来 た 。

Ⅲ.今 後 の課 題

演習指導者の運用は、学生への教育効果および満足度

ともに高いことか ら、演習指導者の意義が十分に達成さ

れており、継続 して推進 していきたい。

新人 ・中堅看護師の現任教育への参画のうち、新人 フォ

ローアップ研修については、今後とも積極的に進めてい

くこととする。中堅看護師の現任教育は効果的であるこ

とか ら継続 して実施 したい。課題としては、担当者同士

が直接打ち合わせをすることができなかったため、事前

に講義内容の打ち合わせを行い、より研修目標が達成で

きるよう調整 していく必要がある。

「さくらやま知っとこ!セ ミナー」は、好評であ り、

今年度は開催回数を3回 とし機会を拡大 した。名市大病

院を受診されている地域の方々の健康支援のために、継

続的に実施 してい くことが重要である。



表2看 護部研修



表3さ く らや ま 知 っ と こ!セ ミナ ー

当事業は、平成25年7月 か ら検討を重ね、平成26年 度

から活動を開始 している。活動3年 目を迎えた今年度は

4事 業の全てを運用 し、いずれも運営を拡充できたこと

から、モデル事業としての役割を十分に果たすことがで

きた。当事業を所掌する名古屋市立大学看護実践教育モ

デル検討委員会は、来年度か ら 「看護実践教育共同セ ン

ター」と名称を変更する予定である。今後もジェネラリ

ス ト育成のために、看護学部と看護部がより一層協働 し

事業を推 し進めていきたい。
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